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ツバキ油の経口摂取は皮膚の脂質代謝に影響を与えるのか？
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９０５７１２１６研究者番号：

及川　大地（Oikawa, Daichi）

研究期間：

１９Ｋ０２３２０

年 月 日現在  ６   ６ １８

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：＜1.非加熱ツバキ油経口摂取によるマウス皮膚の脂質代謝＞ Control群、オリーブ油
群、ツバキ油群のマウス皮膚の脂質関連酵素遺伝子発現量を測定した。脂肪酸合成、脂質合成、不飽和脂肪酸合
成酵素の発現量は3群間に有意差はなかった。本研究以前に検証した皮膚オレイン酸含有率は、ツバキ油群が
Control群に比べて有意に高かった。これらから、マウスが摂取した油脂の脂肪酸が皮膚に移行されたためと考
察した。
＜2.加熱ツバキ油経口摂取による皮膚脂質代謝＞ ＜1＞と同様の皮膚中脂質関連酵素の発現量を測定したとこ
ろ、ツバキ油群、オリーブ油群、加熱ツバキ油群および加熱オリーブ油群の4群間に有意差がなかった。

研究成果の概要（英文）：<1. Lipid metabolism in mouse skin following oral ingestion of non-heated 
camellia oil> The expression levels of lipid-related genes in mouse skin from the control, olive 
oil, and camellia oil groups were measured. There were no significant differences between the three 
groups in the expression levels of fatty acid synthesis, lipid synthesis, and unsaturated fatty acid
 synthase. The skin oleic acid content, which had been examined prior to this study, was 
significantly higher in the camellia oil group than in the control group. From this, it was 
hypothesized that the fatty acids in the oils were transferred to the skin.
<2. Skin lipid metabolism following oral ingestion of heated camellia oil> The expression levels of 
lipid-related enzymes in the skin were measured using the same method as in <1>. There were no 
significant differences among the four groups: camellia oil group, olive oil group, heated camellia 
oil group, and heated olive oil group.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、非加熱ツバキ油または加熱ツバキ油を経口しても皮膚の脂質代謝に関与する酵素に影響を与え
る可能性は低いことがわかった。検証済みである皮膚の脂質量に関してもツバキ油は変化を与えなかったことか
ら、ドレッシングなどの生食用や加熱調理に使用する油として有用であることがわかった。
　一方、ツバキ油の摂取は皮膚の脂肪酸組成を変化させることから、持続的に摂取することで皮膚の酸化や機能
性に変化が表れる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) ツバキ油の生体研究 
「ツバキ油」は長崎県や福岡県など日本で生産されている油脂である。これまでに実施されて
いるツバキ油の生体機能研究は，皮膚への塗布研究と経口摂取による栄養学研究がある。 
塗布研究：ツバキ油の塗布はアトピー性皮膚炎の痒みを軽減したり、皮膚の湿潤を保つ（引用文
献①, ②）。 
栄養学研究：ツバキ油はオレイン酸が 60％以上占めている。
申請者はこれまでの研究で、マウスの皮膚総脂質のオレイン
酸含有率はツバキ油の摂取量に応じて上昇することを報告
した（図１）（引用文献③）。その他に、ツバキ油の経口摂取
は高コレステロール血症患者の血中酸化 LDL コレステロー
ル濃度を低下させる（引用文献④）。また、マウスの血中総コ
レステロールおよび HDL コレステロール濃度を上昇させる 
(引用文献⑤)。 
 
(2) 背景からうまれた学術的「問い」 
ツバキ油の塗布研究は多くなされており、経口摂取によっ
て血中および肝臓脂質に変化を与える研究はされている。し
かしながら、経口摂取によって皮膚への影響を検証した栄養
学研究は全く無い。そこで、下記の問いがうまれた。 

--- ツバキ油を摂取すると、皮膚の脂質代謝は変化するの
だろうか？ --- 
 
２．研究の目的 
本研究では、ツバキ油摂取による皮膚の脂質代謝に焦点を当て、下記の３項目を研究目的とした。 

(1) 非加熱ツバキ油を経口摂取したマウスの皮膚の脂質代謝を解明する。 
(2) 加熱ツバキ油経口摂取の皮膚の脂質代謝を検証する。 
(3) ツバキ油を経口摂取した母マウスの皮膚脂質代謝および仔マウスの皮膚脂質代謝への影響
を明らかにする。（当初は計画していたが、実施出来なかった） 
「ツバキ油」は、日本で生産されている油脂であり、ツバキ油の経口摂取による皮膚研究は日本だ
けでなく世界的に無い。本研究は、栄養学的観点からツバキ油の新規機能性および皮膚の脂質代
謝メカニズムの解明する。さらに加熱したツバキ油の検証により、調理科学面においても世界で
初めて実用的な学術結果を得ることができる。本研究は経口摂取による皮膚の脂質代謝を解明す
るだけでなく、ツバキ油摂取による皮膚疾病効果の更なる基礎研究を発展させるものである。 
 
３．研究の方法 
(1) 非加熱ツバキ油を経口摂取したマウス皮膚の脂質代謝の解明 
 AIN93G 改変飼料(Control 群)、10%オリーブ油を添加した AIN93G 改変飼料(オリーブ油群)、ツ
バキ油を添加した AIN93G 改変飼料(ツバキ油群)をそれぞれ 4週間与えたマウス皮膚の脂質関連
遺伝子発現量を測定した。なお、マウスの飼育および解剖は本研究以前に実施した。 
 マウス皮膚の酵素遺伝子発現量の測定は、凍結保存したマウス皮膚から全 RNA を抽出し、アガ
ロースゲル電気泳動の後、染色し UV 光を用いて RNA の質を確認した。その後、総 RNA を逆転写
し cDNA を作製した。希釈した cDNA を用いて PCR を実施し、精製した PCR 産物をベクターにク
ローニングして配列決定をした。脂質関連遺伝子のプラスミドを段階希釈し、リアルタイム PCR
で検量線を作成した。各 cDNA の増幅物質は、融解曲線分析およびゲル電気泳動によって検証し、
β-アクチンmRNAレベルを使用して算出した。脂質関連遺伝子は、脂肪酸合成に関与するAcetyl-
CoA Carboxylase 1(ACC1)、Acetyl-CoA Carboxylase 2(ACC2)および Fatty acid synthase(FAS)、
脂質合成に関与する酵素遺伝子の転写に関係する sterol regulatory element binding protein 
1(SREBP1)、さらに不飽和脂肪酸を合成する Stearoyl-CoA desaturase-1(SCD1)を測定した。 
 
(2) 加熱ツバキ油経口摂取の皮膚の脂質代謝の検証。 
 AIN93G の油脂を 7%ツバキ油に改変した飼料(ツバキ油群)および 7%オリーブ油に改変した飼
料(オリーブ油群)、180℃で 1 時間加熱したツバキ油に改変した飼料(加熱ツバキ油群)および
180℃ 1 時間加熱したオリーブ油に改変した飼料(加熱オリーブ油群)をそれぞれ 4 週間与えた
マウス皮膚の脂質関連遺伝子発現量を測定した。なお、マウスの飼育および解剖は本研究以前に
実施した。脂質関連遺伝子の定量は、(1)と同様の方法を用いて同じ物質を測定した。 
 
４．研究成果 
(1) 非加熱ツバキ油を経口摂取したマウス皮膚の脂質代謝の解明 

図１．ツバキ油の摂取は 
皮膚総脂質のオレイン酸 
含有率を高くする。 



脂肪酸合成に関与する ACC1、ACC2 および FAS の発現量は Control 群、オリーブ油群およびツ
バキ油群の群間に有意差はみられなかった(p>0.05)。また、脂質合成に関与する酵素遺伝子の転
写に関係する SREBP1 の発現量に関しても 3群間に有意差はなかった(p>0.05)。さらに、不飽和
脂肪酸を合成する SCD1 の発現量に関しても 3群間に有意差はみられなかった(p>0.05)。 
本研究以前に測定した皮膚のトリアシルグリセロール量および総コレステロール量は 3 群間
に有意差はなかった。一方、皮膚の脂肪酸組成に関して、オリーブ油群およびツバキ油群のオレ
イン酸含有率が Control 群に比べて有意に高く、オリーブ油群およびツバキ油群のリノール酸
含有率は Control 群に比べて有意に低かった。 
これらの結果と本研究の成果を相互に考察すると、ツバキ油の摂取は、皮膚の合成に関連する
酵素に影響を与えないため、皮膚の脂質量に変化はみられないことが明らかになった。一方、オ
リーブ油およびツバキ油の皮膚中オレイン酸が高い理由として、不飽和脂肪酸合成酵素の発現
量に変化が無かったことから、マウスが摂取した油脂の脂肪酸が皮膚に移行されたためと考察
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 加熱ツバキ油経口摂取の皮膚の脂質代謝の検証 
脂肪酸合成に関与する ACC1、ACC2 および FAS の遺伝子発現量はツバキ油群、オリーブ油群、
加熱ツバキ油群および加熱オリーブ油群の 4群間に有意差がみられなかった(p>0.05)。また、脂
質合成関連酵素遺伝子の転写に関係する SREBP1 の発現量に関しても 4群間に有意差はみられな
かった(p>0.05)。さらに、不飽和脂肪酸を合成する SCD1 の発現量に関しても 4群間に有意差は
みられなかった(p>0.05)。 
 
(3) 本研究のまとめ 
 本研究により、非加熱ツバキ油または加熱ツバキ油を経口しても皮膚の脂質代謝に関与する
酵素に影響を与える可能性は低いことがわかった。検証済みである皮膚の脂質量に関してもツ
バキ油は変化を与えないことから、ドレッシングなどの生食用や加熱調理に使用する油として
有用であることが推測できた。一方、ツバキ油の摂取は皮膚の脂肪酸組成を変化させることから、
持続的に摂取することで、皮膚の酸化や機能性に変化が表れる可能性が示唆された。 
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